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年頭のごあいさつ
上小阿仁村長　小 林 悦 次

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
新
春
を
皆
様
と
共
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
に
は
、
上
小
阿
仁
村
学
校

給
食
調
理
場
が
、
全
国
学
校
給
食
甲
子
園

に
出
場
し
、
２
、０
５
４
校
・
施
設
が
参
加

し
た
中
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
あ
き
た
が
主
催
す
る

「
お
い
し
い　

あ
き
た
こ
ま
ち　

コ
ン
テ

ス
ト
」
に
お
い
て
、
沖
田
面
の
原
田
誠
悦

さ
ん
の
あ
き
た
こ
ま
ち
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
、
秋
田
県
で
一
番
お
い
し
い
お
米
と
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
村
に
と
っ
て
も
喜
ば

し
い
こ
と
で
し
た
。

　

国
は
、
新
た
な
３
本
の
矢
（
強
い
経

済
、
子
育
て
支
援
、
社
会
保
障
）
に
よ
っ

て
、
２
０
２
０
年
の
目
標
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

上
小
阿
仁
村
に
お
い
て
も
取
り
組
ん
で

い
る
大
き
な
計
画
が
、
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

で
す
。

　

こ
れ
は
、
村
の
総
合
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
、
28
年
度
か
ら
10
年
、
20
年
の
将
来

を
見
通
し
た
、
５
カ
年
計
画
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
で
す
。

　

日
本
の
深
刻
な
人
口
減
少
問
題
を
解
決

す
る
た
め
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

日
本
の
人
口
が
減
少
し
、
秋
田
県
が
全

国
一
の
減
少
率
で
、
上
小
阿
仁
村
は
秋
田

県
一
の
減
少
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
で
人
口
減
少
率
の
高
い
上
小
阿
仁

村
の
施
策
が
成
功
す
れ
ば
、
日
本
が
救
わ

れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

村
の
課
題
を
秋
田
県
と
協
働
で
解
決
し

て
い
く
事
業
で
す
。

　

こ
れ
は
、
多
様
な
交
流
の
推
進
に
よ
る

地
域
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
集

住
型
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
老

人
、
若
者
、
子
供
の
交
流
と
森
林
資
源
を

活
用
し
た
新
た
な
経
済
活
動
へ
の
発
展
性

を
検
討
す
る
も
の
で
す
が
、
維
持
・
管
理

等
を
勘
案
し
、
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
村
議
会
や
総
合
戦
略
会

議
、
行
政
懇
談
会
、
住
民
か
ら
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
、
改
善
案
）
に

よ
っ
て
、
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

少
子
化
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代
の

若
い
人
達
の
支
援
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
予
防
事
業
を
活

発
に
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
健
康
で

楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

村
の
９
割
を
占
め
る
山
林
は
、
先
人
が

手
入
れ
を
し
て
、
大
切
に
育
て
て
き
た
宝

の
山
で
す
。　
　

　

宝
の
山
は
、
植
林
、
下
刈
り
、
間
伐
の

手
入
れ
を
し
、
伐
採
後
は
、
製
品
化
し
端

材
は
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
す
る

こ
と
で
、
国
土
の
保
全
や
災
害
防
止
、
CO2

の
削
減
に
よ
る
環
境
改
善
等
の
総
合
的
な

循
環
型
の
山
に
す
る
も
の
で
す
。

　

木
材
の
利
活
用
を
増
進
す
る
た
め
、

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
直
交
集
成
板
）
の
導
入
、
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
係
る
国
立
競
技
場
の
木

造
建
築
を
呼
び
水
に
し
た
、
木
材
の
需
要

拡
大
を
国
県
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
策
大
綱

が
昨
年
秋
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

攻
め
の
転
換
と
経
営
安
定
に
よ
っ
て
、

新
農
政
時
代
を
築
く
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
具
体
的
な
国
県
の
対
応
を
待
っ
て
、

農
家
の
皆
様
と
共
に
知
恵
を
絞
っ
て
活
路

を
見
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
拡
大
、
起

業
を
す
る
人
を
支
援
し
、
村
内
の
商
品
が

流
通
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。　

　

日
本
国
内
外
と
も
に
政
治
経
済
情
勢
は

激
動
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
積
み
重
ね
が

結
果
を
生
む
よ
う
な
政
策
と
一
生
懸
命
に

努
力
を
し
て
い
る
人
が
報
わ
れ
る
村
政
に

す
る
た
め
、
将
来
を
見
据
え
て
、
村
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新年のあいさつ
上小阿仁村議会議長　小 林 　 信

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
11
月

に
村
内
の
２
名
の
方
が
、
元
気
に
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
、
長
寿
の
祝
福
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が

企
画
し
た
祝
う
会
で
は
、「
人
口
の
少
な
い

村
で
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
が
２
名
も
い

る
と
い
う
の
は
珍
し
く
、
め
で
た
い
こ
と
」

と
い
う
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
私

た
ち
人
生
の
先
輩
と
し
て
益
々
健
康
で
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
変
う
れ
し
い
こ
と
に
、
地
域

の
食
材
を
使
っ
た
献
立
で
、
お
い
し
さ
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
競
う
「
第
10
回
全
国
学

校
給
食
甲
子
園
」
に
上
小
阿
仁
村
学
校

給
食
調
理
場
チ
ー
ム
が
決
勝
大
会
に
出
場

し
、
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
２
０
５
４
の
学
校
給
食
施
設

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
予
選
を
通
過
し
て
の

北
海
道
・
東
北
地
区
代
表
で
す
。
栄
養
教

諭
の
細
田
智
子
先
生
が
、
大
会
前
の
抱
負

と
し
て
「
応
援
し
て
く
れ
る
子
ど
も
達
へ

の
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
精
一
杯
頑
張
り

た
い
」
と
い
う
新
聞
記
事
に
、
村
も
県
内

の
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

大
会
を
通
し
て
、
村
産
食
材
の
美
味
し

さ
を
全
国
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

社
会
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
大
筋
合
意
に
よ
る
コ
メ
の
輸
入
増
の

課
題
や
肥
料
メ
ー
カ
ー
の
偽
造
問
題
な

ど
で
、
不
安
を
抱
え
る
秋
田
県
の
農
業
や

農
産
物
で
す
が
、
よ
り
一
層
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
も
多
く
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
ふ
る
さ
と
上
小
阿
仁
村
の
存
在
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
の
現
実
が
、
村
に

と
っ
て
の
一
番
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
日
本
創
生
会
議
の
試
算
に
よ
る

と
、
村
の
20
代
か
ら
30
代
の
女
性
人
口

推
移
が
２
０
１
０
年
の
１
３
０
人
か
ら
、

２
０
４
０
年
に
は
47
人
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
県
が
ま
と
め
た
昨
年
26

年
度
の
県
外
か
ら
の
移
住
者
が
11
月
現

在
で
38
世
帯
75
人
に
達
し
た
と
あ
り
ま
し

た
。
秋
田
県
は
31
年
度
ま
で
に
年
間
移

住
者
を
２
２
０
人
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
都
会
が
こ
れ
か
ら
抱
え
る
負
荷

を
、
ど
う
地
方
が
関
わ
っ
て
い
く
か
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
、「
勝
負
の
年
」

だ
と
考
え
ま
す
。
村
は
今
年
、
県
と
の
協

働
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
幾
つ
か
の
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
と
政

策
と
手
法
を
も
っ
て
、
信
頼
あ
る
行
政
の

も
と
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
な
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
先
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
待
っ
て
い
る
か
想
像
し
難
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
に
、
ど
う
い
う
上
小
阿
仁
村

を
残
し
て
い
く
か
責
任
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
課
題
に
も
真
摯
に
向
き
合
い
、
上

小
阿
仁
村
の
発
展
に
向
け
、
議
会
は
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
は
、
明
る
く
笑
顔

で
過
ご
せ
る
１
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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ご功績を讃え３氏を表彰

　
◇
昭
和
43
年
9
月 

～ 

昭
和
47
年
7
月　

　

東
京
消
防
庁　

消
防
士

◇
昭
和
47
年
7
月 

～ 

昭
和
48
年
8
月　

　

東
京
消
防
庁　

消
防
副
士
長

◇
昭
和
48
年
8
月 

～ 

昭
和
51
年
4
月　

　

東
京
消
防
庁　

消
防
士
長

◇
昭
和
51
年
4
月 

～ 

昭
和
53
年
6
月　

　

鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合　

消
防
士

◇
昭
和
53
年
7
月 

～ 

昭
和
56
年
3
月　

　
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合　

消
防
副
士
長

◇
昭
和
56
年
4
月 
～ 
平
成
5
年
3
月　

　
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合 

消
防
士
長

◇
平
成
5
年
4
月 

～ 

平
成
13
年
3
月　

　
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合  
消
防
司
令
補

◇
平
成
13
年
4
月 

～ 

平
成
17
年
3
月　

　
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合 

消
防
司
令

◇
平
成
17
年
3
月 

～ 

平
成
21
年
3
月　

　

北
秋
田
市　

消
防
司
令

　

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
職
務
に
従
事
さ

れ
、
民
生
の
安
定
と
村
政
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
◇
平
成
4
年
9
月 

～
平
成
8
年
3
月　

　
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
兼
社
会
教
育
委
員

◇
平
成
12
年
４
月 

～ 

現
在
に
至
る　
　

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
部
会
委
員

◇
平
成
22
年
4
月 

～ 

現
在
に
至
る　
　

　

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

永
年
に
わ
た
り
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
部
会
委
員
、
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
な
ど
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
郷
土

資
料
の
保
存
並
び
に
教
育
文
化
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
6
年　
　

　

第
43
回　

秋
田
県
発
明
展　

発
明
協
会

　

会
長
奨
励
賞　

◇
平
成
7
年  

第
44
回　

秋
田
県
発
明
展 

地
方
自
治
功
労
者

教
育
自
治
功
労
者

 

業
務
奨
励
功
労
者 

　
（
一
社
）
秋
田
県
機
械
金
属
工
業
会
長
賞

◇
平
成
8
年　

第
45
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
商
工
会
連
合
会
長
賞

◇
平
成
13
年　

第
50
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
知
事
賞

◇
平
成
14
年　

第
51
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
商
工
会
連
合
会
長
賞

◇
平
成
15
年　

第
52
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
知
事
賞

◇
平
成
16
年　

第
53
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
知
事
賞

◇
平
成
19
年　

第
56
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
電
子
工
業
振
興
協
議
会
長
賞

◇
平
成
20
年　

第
57
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
賞

◇
平
成
22
年　

第
59
回　

秋
田
県
発
明
展

　

発
明
協
会
会
長
奨
励
賞

◇
平
成
23
年　

第
60
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
知
事
賞

◇
平
成
25
年　

第
62
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
商
工
会
連
合
会
長
賞

◇
平
成
25
年　

第
62
回　

秋
田
県
発
明
展

　
（
一
社
）
秋
田
県
機
械
金
属
工
業
会
長
賞

◇
平
成
27
年　

第
64
回　

秋
田
県
発
明
展

　

秋
田
県
商
工
会
連
合
会
長
賞

　

永
年
に
わ
た
り
、
武
石
鉄
工
場
を
営
み

な
が
ら
、
数
々
の
発
明
品
の
開
発
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
村

政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　12月 22日（火）、生涯学習センターで上小阿仁村功労者表彰式が挙行されました。　
　今年度は、地方自治功労者、教育自治功労者、業務奨励功労者の分野でご活躍された３氏
の方々に対し、村長から表彰状と記念品が送られました。
　式典では、小林悦次村長、小林信議長から受賞者のご功績を讃えるあいさつがあったあ
と、受賞者を代表して小林金四郎氏が謝辞を述べられ、今後ますますの村政発展を誓い合い
ました。

上小阿仁村功労者表彰式

小林　金四郎 氏

髙地　文夫 氏武石　清治 氏
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１
月
４
日（
月
）、
上
小
阿
仁
村
消
防

出
初
式
に
お
い
て
、
秋
田
県
知
事
表
彰
な

ど
の
伝
達
、
昇
格
等
の
辞
令
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
受
賞
者
及
び
辞
令
交
付
は
次
の
と

お
り
で
す
。

秋
田
県
知
事
表
彰

◇
有
功
章

　

第
二
分
団　

班　

長　

田
中　
　

寿

◇
永
年
勤
続
章
（
40
年
以
上
勤
続
）

　

第
一
分
団　

分
団
長　

山
形　

武
夫

◇
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

　

第
一
分
団　

部　

長　

髙
田　
　

恒

　

第
一
分
団　

班　

長　

鈴
木　

安
隆

　

第
一
分
団　

団　

員　

鈴
木　

雅
裕

　

第
一
分
団　

団　

員　

山
田　
　

優

◇
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
）

　

第
二
分
団　

部　

長　

田
中　

健
一

　

第
三
分
団　

班　

長　

柴
田
寛
三
郎

◇
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
）

　

第
一
分
団　

班　

長　

大
沢　

浩
光

　

第
一
分
団　

団　

員　

北
林　
　

充

　

第
二
分
団　

団　

員　

石
上　

美
正

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
勤
続
章
（
10
年
）

　

第
一
分
団   

団　

員　

齊
藤　

治
幸

◇
家
族
表
彰
（
親
族
　
６
親
等
以
内
の
血

族
及
び
３
親
等
以
内
の
姻
族
）

　
上
小
阿
仁
村
消
防
団
員

　
永
年
勤
続
等
表
彰
　
受
賞

　

第
一
分
団　

班　

長　

鈴
木　

安
隆

　

第
一
分
団　

団　

員　

鈴
木　

美
隆

　

第
一
分
団　

団　

員　

鈴
木　

隆
也

秋
田
県
消
防
協
会

　
大
館
北
秋
田
支
部
長
表
彰

◇
支
部
功
労
章

　

第
二
分
団　

分
団
長　

小
林　

豪
夫

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

12
月
15
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
12
月
定

例
議
会
に
お
い
て
、
上
小
阿
仁
村
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
に
石
上
稔
氏
（
堂
川
）

の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
30
年
12
月
21
日
ま
で
で
す
。

石上　　稔 氏

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
石
上
稔
氏
を
選
任

　

１
月
か
ら
、
患
者
送
迎
車
の
運
行
経
路
と
停
留
場
所
を
追
加
い
た
し
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
日
は
、
泌
尿
器
科
が
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
２
回
目
の
バ
ス

は
「
下
五
反
沢
」
か
ら
「
大
海
」「
水
無
」「
沖
田
面
」
を
追
加
し
て
経
由
し
ま
す
。

　

ま
た
、
帰
り
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
自
宅
近
く
ま
で
、
お
送
り
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
運
転
手
へ
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
改
正
後
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
道
路
事
情
等
に
よ
り
、
近
く
ま
で
お
送
り
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

曜日 時　　　　刻

月
曜
日

① 堂　川 ９：００～大阿瀬 ９：０３～長信田 ９：０８～
羽　立 ９：１２～上仏社 ９：１７～下仏社 ９：２０～杉　花 ９：２４

② 上五反沢 ９：４０～中五反沢 ９：４２～下五反沢 ９：４５～
大　海 ９：４８～水　無 ９：５０～沖田面 ９：５５

火
曜
日

① 大　海 ９：００～水　無 ９：０１～沖田面 ９：０２～福　舘 ９：０５

② 不動羅 ９：２５～南　沢 ９：３０～小田瀬 ９：３５～大　林 ９：３８

水
曜
日

① 堂　川 ９：００～大阿瀬 ９：０３～長信田 ９：０８～
羽　立 ９：１２～上仏社 ９：１７～下仏社 ９：２０～杉　花 ９：２４

② 上五反沢 ９：４０～中五反沢 ９：４２ ～下五反沢 ９：４５ ～大　海 ９：４８
水　無 ９：４９～沖田面 ９：５０ ～福　舘 ９：５３

木
曜
日

① 大　海 ９：００～水　無 ９：０１ ～沖田面 ９：０２ ～福　舘 ９：０５

② 八木沢 ９：５０～南　沢 １０：１０ ～小田瀬 １０：１５ ～大　林 １０：１８

金
曜
日

① 堂　川 ９：００～大阿瀬 ９：０３～長信田 ９：０８～
羽　立 ９：１２～上仏社 ９：１７～下仏社 ９：２０～杉　花 ９：２４

② 上五反沢 ９：４０～中五反沢 ９：４２～下五反沢 ９：４５

診療所バス運行時刻表 平成28年１月～
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12
月
６
日（
日
）、
東
京
都
豊
島
区
の
女

子
栄
養
大
学
駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
に
お
い
て
上
小

阿
仁
小
中
学
校
の
学
校
給
食
が
見
事
、
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
学
校
給
食
で
提

供
さ
れ
て
い
る
郷
土
を
代
表
す
る
料
理
を

競
い
、
食
育
を
啓
発
す
る
こ
と
と
地
産
地

消
の
奨
励
や
食
育
推
進
に
役
立
て
る
と
と

も
に
、
給
食
に
携
わ
る
栄
養
教
諭
、
学
校

栄
養
職
員
や
調
理
員
の
目
標
と
し
て
励
み

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

10
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
全
国

２
、０
５
４
の
給
食
施
設
が
応
募
を
し
、

４
次
に
わ
た
る
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
12
校

が
本
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
ま
で
、
普
段
の
仕
事
が
終

わ
っ
た
あ
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室

を
借
り
、
週
に
2
回
の
練
習
を
ほ
ぼ
毎
週

行
い
、
調
理
員
全
員
で
本
番
に
向
け
て
味

の
調
整
や
調
理
時
間
の
計
算
等
を
行
っ
た

そ
う
で
す
。

　

学
校
の
子
供
た
ち
や
、
先
生
方
も
大
会

出
場
を
誇
り
に
思
い
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
学
校
の
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た

激
励
会
で
は
熱
い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
会
前
日
に
行
わ
れ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
出
場
地
域
の
紹
介
や
メ
ニ
ュ
ー
に
使

わ
れ
る
食
材
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、
審

査
員
は
食
材
、
地
域
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
食
用
ほ
お
ず
き
の
味
や
色
合

い
を
は
じ
め
献
立
の
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
好

評
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
秋
田
県
ら
し
さ

が
感
じ
ら
れ
た
事
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
和

食
器
と
子
供
の
目
線
で
食
べ
や
す
さ
を
考

え
た
箸
、
ス
プ
ー
ン
等
の
種
類
の
豊
富
さ

も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
て
、
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し

た
上
小
阿
仁
小
学
校
の
栄
養
教
諭
細
田

智さ
と
こ子
先
生
は
「
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
と
し
て
、
決
勝
大
会
の
12
校
に
選

ば
れ
た
だ
け
で
も
光
栄
で
し
た
が
、
準
優

勝
と
い
う
名
誉
を
頂
け
た
こ
と
に
心
か
ら

感
激
し
て
い
ま
す
。
今
回
受
賞
し
た
メ

ニ
ュ
ー
は
上
小
阿
仁
村
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
嗜
好
に

あ
っ
た
味
付
け
に
し
て
み
ま
し
た
。
ま

た
、
夏
に
収
穫
さ
れ
る
食
材
が
中
心
だ
っ

給食甲子園 準優勝！

細田先生と調理員の皆さん

表彰式
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た
の
で
食
材
集
め
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

村
内
の
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
で
、

最
高
の
食
材
を
そ
ろ
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
学
校
給
食
が
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
喜
ぶ

給
食
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
細
田
先
生
と
一
緒
に
大
会
で
調

理
を
行
っ
た
村
田
淳
子
さ
ん
は
「
給
食
甲

子
園
に
向
け
て
、
沢
山
の
方
々
の
ご
協
力

と
ご
声
援
を
頂
き
ま
し
た
。
上
小
阿
仁
村

の
給
食
の
味
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

細
田
先
生
、
村
田
さ
ん
、
調
理
場
の
調

理
員
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

上小阿仁の味 全国学校

応募メニューの

紹 介

❶地鶏の二色そぼろごはん
上小阿仁村の比内地鶏と小学５年生の育て
た「あきたこまち」を使用。卵の彩が鮮や
かで食欲をそそります
❷上小阿仁野菜の味噌マヨネーズ焼き
上小阿仁村の特産である米なす、ズッキー
ニなどの夏野菜を角切りにし、味噌マヨネー
ズで和え、チーズをのせてオーブンでこん
がりと焼きました
❸みずのナムル
子どもたちの好きな山菜「みず」を、にんじん、

もやしと組み合わせた、　シャキシャキとし
た食感と、ごま油の香りがよい一品です

❹稲庭うどんと舞茸のすまし汁
かつおぶしでだしをとったすまし汁に、コシの
ある稲庭うどんと香りのよい舞茸が絶妙です
❺ほおずきミルクプリン
上小阿仁の代表的な特産品「食用ほおずき」
を砂糖なしで加熱し、口どけがまろやかな
ミルクプリンと合わせています
食用ほおずきの甘酸っぱさと、プチっとし
た食感が生かされています

❶

❷❸

❹

❺
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12
月
17
日（
木
）、
上
小
阿
仁
村
商
工
会

女
性
部
は
村
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
車

い
す
１
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
女
性
部
は
一
般
家
庭
か
ら
の
ア
ル
ミ

缶
や
プ
ル
タ
ブ
、
古
紙
な
ど
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
活
動
を
行
い
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど

４
２
５
キ
ロ
余
り
を
集
め
売
却
。
売
却
で

得
た
約
４
万
円
で
車
い
す
を
購
入
し
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
村
商
工
会
女
性
部
澤
田
石
綾

子
部
長
は
「
地
域
の
人
か
ら
の
協
力
も
あ

り
、
車
い
す
を
贈
呈
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
置
か
れ
、
主
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
に
使
用
し
て
頂
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
児
童
生
徒
の
健
康
課
題
に
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
取
り
組
み
解

決
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
研

修
会
が
、
12
月
12
日（
土
）開
発
セ
ン
タ
ー

集
会
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
保
育
園
、
小

中
学
校
の
実
践
報
告
と
関
口
秀
峰
歯
科
医

に
よ
る
講
話
に
保
護
者
や
地
域
の
方
な
ど

56
名
の
幅
広
い
年
代
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

小
中
学
校
の
発
表
で
は
、
保
健
委
員
会

の
児
童
生
徒
が
歯
の
健
康
に
つ
い
て
調
べ

た
こ
と
や
、
し
っ
か
り
磨
け
る
歯
ブ
ラ
シ

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
活
動
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
関
口
歯
科
医
の
講
話
で
は
、

日
常
の
癖
が
歯
に
及
ぼ
す
影
響
や
、
歯
ブ

ラ
シ
に
よ
る
事
故
な
ど
、
実
際
の
症
例
を

も
と
に
し
た
、
大
変
興
味
深
い
話
題
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
子
育
て
時
代
に
は
歯

の
大
切
さ
に
つ
い
て
認
識
が
な
か
っ
た
と

い
う
高
齢
者
の
感
想
や
、
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
子
ど
も
を
含
め
、
大
人

の
意
識
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
な
ど

保
護
者
か
ら
の
感
想
も
あ
り
、
こ
の
研
修

会
が
地
域
み
ん
な
で
歯
と
口
に
関
心
を
持

ち
、
歯
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
感
じ

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
14
日（
月
）
上
小
阿
仁
村
役
場
２

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
災
害
時
に
係
る

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
、
風
水
害
等
に
よ
り
上
小
阿
仁
村

内
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

村
民
の
生
活
必
需
物
資
の
確
保
を
安
定
さ

せ
る
た
め
、
村
と
商
工
会
が
「
災
害
時
に

お
け
る
物
資
の
安
定
供
給
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、
上
小
阿
仁

村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
村
が
上
小

阿
仁
村
建
設
業
協
会
に
対
し
、
村
内
に
お

け
る
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
及
び
災
害

復
旧
に
関
す
る
要
請
を
す
る
と
き
の
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
「
災
害
時
の
応
援
業
務

に
関
す
る
協
定
」
で
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
の

村
民
の
安
全
と
生
活
の
安
定
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
車
い
す
寄
贈

秋
田
県
学
校
保
健
総
合
支
援
事
業

「
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
」研
修
会

災
害
発
生
時
、応
援
と

協
力
を
約
束

　

11
月
29
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
第
15
回

秋
田
県
歯
科
保
健
大
会
に
お
い
て
、
か
み

こ
あ
に
保
育
園
が
「
臼
井
記
念
歯
科
保
健

功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
秋
田
県
の
歯
科
保
健
の
発

展
向
上
に
寄
与
し
た
故 

臼
井
和
弘
氏
の

功
績
を
た
た
え
、
そ
の
遺
志
を
継
承
し
他

の
模
範
と
な
る
歯
科
保
健
活
動
を
実
践
し

て
い
る
団
体
な
ど
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

か
み
こ
あ
に
保
育
園
で
は
平
成
22
年
か

ら
村
や
嘱
託
歯
科
医
師
、
県
等
と
の
共
催

の
も
と
年
長
児
を
対
象
に
フ
ッ
化
物
洗
口

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
年
少
か

ら
年
長
児
ま
で
、
む
し
歯
予
防
に
関
す
る

講
和
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

か
み
こ
あ
に
保
育
園
が
臼
井
記
念

歯
科
保
健
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

協定調印式

臼井記念歯科保健功労賞
賞状と楯

車いす寄贈
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軽油引取税免税証（農業用）の交付申請について

問い合わせ先  秋田県総合県税事務所  課税第二課
住　所  秋田市山王４－１－２　　☎ ０１８－８６０－３３４１

○　農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の集合受付を行います。
○　受付日程は次のとおりです。交付を希望する方は、必要書類を準備の上、下記の受付日
　に申請してください。お住まいの地域の受付に都合が付かない場合は、他の地域の会場で
　も申請することができます。
○　県税事務所支所窓口での受付は、平成２８年２月２２日から行いますが、その場合、集
合受付を行った方よりも免税証の交付が遅くなりますので、できるだけ下記会場で申請手
続を行ってください。

※注意

①　当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入しておこし下さい。原則として、
　受付は記入された方から行います。申請書用紙の無い方は下記お問い合わせ先に連絡して下さい。

②　平成２８年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期間が到来する場合は更新申請が必要です。

③　秋田県証紙（４００円分）は免税証交付時にいただきます。

④　共同申請で、使用者が加わる場合は更新申請、使用者が脱退等する場合は書換申請が必要になります。
　　なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要になります。

● 必要書類一覧表

● 受付日程

地　　　域 受　付　日 時　　　間 会　　　　　　場

大　館　市 平成２８年２月８日（月）
平成２８年２月９日（火）

10:00～ 11:30
13:00～ 15:30

総合県税事務所　北秋田支所　
会議室

北 秋 田市
上小阿仁村 平成２８年２月１５日（月） 10:00～ 11:30

13:00～ 15:30
県北秋田地域振興局
第１・２会議室

区　　分

免
税
軽
油
使
用
者
証

機
械
の
購
入
証
明
書

免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

誓

約

書

免
税
証
交
付
申
請
書

農
業
委
員
会
が
交
付
す
る
耕
作
証
明
書

免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報
告
書

印

鑑

未
使
用
の
免
税
証

新　　規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

更　　新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継　　続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

書　　換 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前
年
購
入
し
た
軽
油
の
納
品
書

又
は
購
入
証
明
書

（
４
０
０
円
）　

秋
田
県
証
紙
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・平成２８年１月１日現在、上小阿仁村に住んでおり、平成２７年中（１月～１２月）に少しでも所得のあっ
た方。

・上小阿仁村に住んでいないが、平成２８年１月１日現在、村内に事務所または事業所を有する方。
・給与以外の所得（営業・農業・不動産・配当）が少しでもあった方。

・所得税の確定申告を税務署へ提出される方。
・給与所得のみの者で、職場において所得税の年末調整を行った方。

□印鑑　　　□確定申告書 ( 税務署から送付されている方は必ず持参してください）
□所得税が還付になると思われる方は本人名義の金融機関の口座番号がわかるもの（通帳等）
□給与所得や公的年金所得がある方は源泉徴収票
□営業所得、農業所得、不動産所得がある方は収入と支出の内訳がわかるもの
　※ あらかじめ各種経費毎に分別し、それぞれの合計金額を計算してきてください。
□社会保険料、国民年金等の掛金の領収書又は証明書
□生命保険、個人年金保険料支払証明書　　□損害保険料領収書
□医療費の領収書　　□身体障害者手帳
□固定資産税の課税明細書（平成27年度）

※医療費の控除を受ける方へお願い

・医療費と通院に要した交通費をまず受診者毎に仕分けし、それを病院・薬局毎に分けてそれぞれ
合計額を計算してきてください。

　（病気等により保険金、共済金の補てんがあった方は受領書を持ってきてください。）

　給与所得のある方で、扶養控除、社会保険料、生命保険料、損害保険料等の控除が漏れている方
及び中途退職等により年末調整しなかった方。また、医療費控除、住宅取得控除のある方などが対
象となりますので、申告の際は必ず平成２７年分の給与所得の源泉徴収票を持参してください。

村・県民税の申告相談は２月４日から
～ 正しい申告と納税を ～

 申告しなければならない方

 申告相談に持参するもの

 申告の必要のない方

 申告をすれば所得税の還付を受けることができる方

申告相談は毎年混み合います。待ち時間短縮のため、営業・農業所得がある方
は事前に書類の整理・計算を、また医療費控除を受けられそうな方は医療費の
領収書の集計をしてきてくださるようお願いします。

詳しくは、役場か税務署におたずねください。
●役場住民福祉課 税務保険班  ☎０１８６－７７－２２２２　 ●大館税務署  ☎０１８６－４２－０６７１
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月日 ( 曜日 ) 集　落　名 受付時刻 会　　場

２月　４日（木） 八木沢 10：00 ～ 11：30 公民館
南沢 ･不動羅 ･中茂 13：30 ～ 16：00 南沢公民館

２月　５日（金） 大海  9：30 ～ 11：30 公民館
小田瀬 13：30 ～ 16：00 福祉会館

２月　８日（月） 大林
 9：30 ～ 11：30

公民館
13：00 ～ 16：00

２月　９日（火） 長信田  9：30 ～ 11：30 交流センター
大阿瀬 13：30 ～ 16：00 公民館

２月１０日（水） 羽立
 9：30 ～ 11：30

集会施設
13：00 ～ 16：00

２月１５日（月） 堂川
 9：30 ～ 11：30

公民館
13：00 ～ 16：00

２月１６日（火） 杉花
 9：30 ～ 11：30

交流センター
13：00 ～ 16：00

２月１７日（水） 下仏社
 9：30 ～ 11：30

集会施設
13：00 ～ 15：00

２月１８日（木） 上仏社
 9：30 ～ 11：30

担い手センター
13：00 ～ 16：00

２月２２日（月） 小沢田
 9：30 ～ 11：30

開発センター
13：00 ～ 16：00

２月２３日（火） 小沢田
 9：30 ～ 11：30

開発センター
13：00 ～ 16：00

２月２４日（水） 福舘
 9：30 ～ 11：30

交流センター
13：00 ～ 16：00

２月２５日（木） 上五反沢  9：30 ～ 11：30 公民館
中五反沢 13：30 ～ 16：00 公民館

２月２９日（月） 下五反沢
 9：30 ～ 11：30

児童館
13：00 ～ 16：00

３月　１日（火） 下五反沢  9：30 ～ 11：30 児童館

３月　２日（水） 沖田面
 9：30 ～ 11：30

若者センター
13：00 ～ 16：00

３月　３日（木） 沖田面
 9：30 ～ 11：30

若者センター
13：00 ～ 16：00

３月　４日（金） 沖田面
 9：30 ～ 11：30

若者センター
13：00 ～ 15：00

平成 28 年　申告相談日程表



の
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
下
五
反
沢
の

小
林
金
四
郎
さ
ん
が
消
防
功
労
で
瑞
宝
単

光
章
を
、
羽
立
の
武
石
正
則
さ
ん
が
海
上

保
安
功
労
で
瑞
宝
双
光
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
ま
し
た
お
二
人
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
等
の
支
給
に
つ
い
て

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
負
担
軽
減
の
た
め

の
一
時
金
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
に
つ
い

て
は
、
11
月
20
日
現
在
、
６
１
６
人
に
対

し
３
、６
９
６
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
に
つ
い
て
は
、
１
４
７
人
に
対
し
、

４
４
１
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
の

事
業
は
、
高
齢
者
等
の
冬
期
間
に
お
け
る

生
活
の
安
全
と
費
用
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
に
伴
う
補
正
予
算
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
利
用
率
が
向
上
す
る
よ
う
、

広
報
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

長
寿
祝
金
に
つ
い
て

　

11
月
10
日
に
下
五
反
沢
の
小
林
フ
ミ

さ
ん
、
11
月
25
日
に
小
沢
田
の
田
中
ツ
ヨ

さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
村
か
ら
、

長
寿
祝
金
条
例
に
基
づ
き
、
お
祝
金
を
贈

呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
お
元
気
で
家
族
と
自
宅
で

生
活
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す

健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、
楽
し
い
人
生
を

し
た
。

　
「
私
た
ち
は
み
ん
な
一
つ
の
家
族
」
と
い

う
意
味
を
持
つ
台
湾
の
曲
に
合
わ
せ
て
会

場
全
員
が
手
を
繋
い
で
踊
り
絆
を
深
め
再

会
を
誓
い
ま
し
た
。

未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
秋
田
県
と
村
が
共

通
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
村
が
提

案
す
る
課
題
解
決
策
を
元
に
、
県
と
村
が

協
働
で
、
地
域
に
適
し
た
地
域
活
性
化
策

を
計
画
し
実
行
す
る
政
策
で
あ
り
ま
す
。

　

８
月
31
日
に
県
と
村
の
共
同
に
よ
る
事

務
局
案
を
庁
内
課
長
及
び
班
長
に
対
し
て

説
明
し
、
更
な
る
検
討
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
29
日
に
は
村
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
県
庁
地
域
活
力
創
造
課
に

出
か
け
て
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

合
同
で
チ
ー
ム
会
議
を
開
き
課
題
解
決
に

向
け
て
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
関
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

策
定
に
つ
い
て

　

こ
の
戦
略
は
深
刻
な
人
口
減
少
問
題
を

背
景
に
創
設
さ
れ
、
地
域
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
自
ら
の
施
策
で
人
口
を
維
持
し
、

今
後
５
ヵ
年
の
地
域
の
創
生
を
計
る
事
を

目
的
に
創
設
さ
れ
た
国
の
政
策
で
、
６
月

か
ら
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
３
月
の
策
定
を
め
ざ
し
て
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

秋
の
叙
勲
に
つ
い
て

　

11
月
４
日
、
県
正
庁
に
お
き
ま
し
て
秋

平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
費
助
成
金
な
ど
総
額

１
、１
６
０
万
6
千
円
の
追
加
補
正
で
、
補

正
後
の
総
額
は
25
億
１
、１
９
６
万
８
千
円

と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
上
小
阿
仁
村
功
労
者
表
彰
に

つ
い
て

　

上
小
阿
仁
村
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
去

る
11
月
20
日
、
24
日
に
表
彰
審
査
会
を
開

催
し
、
今
年
度
一
般
表
彰
の
被
表
彰
者
に

つ
い
て
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
方
の

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
に
開
催
す
る
平
成
27
年
度
上

小
阿
仁
村
表
彰
式
典
に
お
い
て
表
彰
す
る

予
定
で
す
。

○
地
方
自
治
功
労
者　

小
林
金
四
郎　

氏

○
教
育
自
治
功
労
者　

髙
地　

文
夫　

氏

○
業
務
奨
励
功
労
者　

武
石　

清
治　

氏

人
事
関
係
に
つ
い
て

　

11
月
１
日
付
け
で
10
名
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
末
で
定
年
退
職
す
る
職
員

は
４
人
（
一
般
行
政
職
２
人
、
看
護
師
１

人
、
調
理
員
１
人
）
で
す
。

　

新
年
度
に
社
会
福
祉
士
と
、
一
般
行
政

職
若
干
名
の
新
規
採
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

K
A
M
IK

O
A
N
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
に
開
幕
し
たK

A
M

IKOA
N

I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
５
は
、
９
月

13
日
の
八
木
沢
公
民
館
で
の
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
で
44
日
間
の
開
催
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
八
木
沢
、
沖
田
面
、
小
沢
田

会
場
に
は
、
１
万
１
千
人
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

音
楽
や
舞
踏
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
に

行
っ
た
ほ
か
、
レ
ジ
デ
ン
ス
作
家
を
迎
え

て
、
総
勢
32
組
の
作
家
で
70
点
以
上
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

世
帯
に
配
布
を
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
旗
に

つ
い
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
来

場
者
を
歓
迎
す
る
旗
に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
大
林

獅
子
踊
り
、
八
木
沢
番
楽
が
八
木
沢
公
民

館
で
披
露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
飾
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

台
湾
萬
巒
郷
訪
問
団
に
つ
い
て

　

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
萬
巒
郷

か
ら
39
名
の
訪
問
団
が
訪
れ
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
10
月
19
日
、
秋
田
県
知
事
を

表
敬
訪
問
し
た
あ
と
、
上
小
阿
仁
小
中
学

校
を
訪
れ
、
児
童
生
徒
か
ら
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

裏
の
ふ
る
さ
と
公
園
で
記
念
植
樹
を
行
い
、

午
後
５
時
30
分
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
林
獅
子

踊
り
や
日
本
舞
踊
の
披
露
に
引
き
続
き
カ

ラ
オ
ケ
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

定
例
会

行
政
報
告
要
旨

12月12月12月
村議会村議会村議会
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